
























































































































































































































































































































が、この問答の直後の天正 15 (1587)年 6月 18日に秀吉は伴天連追放令を発布した。伴天連
追放令「覚」の最後の 2条には、「大唐南蛮高麗へ日本仁（人）を売遣候事」と並んで「牛
馬を売買殺し食事」が曲事（処罰の対象）である旨明記されている50)。













































































人 (67.8 %)、崎津村 2,368名中 1,710名 (72.2 %)、今富村 1,838名中 1,047名 (57.0 %)、高浜村


































牛肉の授受の 3日後の 2月 7日、今富村庄屋の上田演五右衛門が実兄でもある高浜村庄
屋上田宜珍に本件を通知して事件が表面化した。通知の翌日の 2月 8日に上田宜珍は重作・




















後の 2月 24日に実施された第 2回吟味では、きんは今富村民の来訪の直後に事態発覚を恐
れて実家に戻ろうとしたが、その途上で重作に説得されて連れ戻されたことになっている。
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